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高次脳機能障害のある人への理解を深めるため、和歌山県では高次脳機能障害及びその関
連障害に対する支援普及事業の一環として、高次脳機能障害の基礎的な知識とその対応に関
する理解を深め、高次脳機能障害の当事者とその家族を地域でいかに支援するかを学
ぶことを目的に研修会を開催します。今年は、２名の方に御講演いただきます。

第１部の講師、特定医療法人茜会昭和病院長（当時）佐栁進氏は、御令嬢が下関市で里帰り出産
の最中に突然、くも膜下出血で生死の間を彷徨うという思いもよらない事態に見舞われました。そ
こは、奇しくも自身が病院長を務め、御令嬢自身も生まれた病院でした。御令嬢は、緊急帝王切開、
脳動脈瘤コイル塞栓術、脳内血腫除去術、ＬＰシャント術と数々の手術を乗り越え、その後、懸命
のリハビリテーションに取り組んだ結果、身体機能は驚異的に回復していったものの、重度の記憶
障害を中心に高次脳機能障害が後遺症として残りました。そういった経験を踏まえて、御講演いた
だきます。

第２部の講師、ＮＰＯ法人エスペランサ代表 岡﨑憲司氏は、バイクの事故による脳損傷の後遺
症で高次脳機能障害と診断されました。今は、youtube「風神雷神」により高次脳機能障害につい
ての情報発信やＳＮＳを通してのピアサポートを行っています。今回、新たな支援法について御講
演いただきます。

各講師が、それぞれの体験や支援の方法について語りますので、是非、ご参加ください。
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申し込み締め切り １月２８日(金)




